
成果目標 定量的指標 現況値 中間値 目標値

下水道処理人口普及率 83.6 % - 85.2 %

(%)　　

温室効果ガス排出削減率 36 % - 40 %

(%)　　

「（仮称）下水道における良好な水循環の創造」の計画概要 （社会資本総合整備計画）　

計画の概要
計画の成果目標（定量的指標）

◎計画の期間：平成27年度～平成30年度(4年間)

◎計画の目標：
　誰もが快適に暮らせる生活基盤づくりや環境への負荷抑制を
　推進するとともに、豊かな水環境を創造し、美しい田園環境
　都市を守り育てる。

◎総事業費：約38億円

下水道処理人口普及率を
83.6%(H27当初)から85.2%(H30末)に増加

中部下水処理場における温室効果ガス排出削減率を
36%(H27当初)から40%(H30末)に増加

【汚水処理施設整備のイメージ】

○基幹事業・効果促進事業：中部下水処理場

○基 幹 事 業 ： 27事業

○効果促進事業 ： 24事業
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○基幹事業・効果促進事業：各事業

接続意思が高い地区などで優先的に汚水管を整備

汚水桝 ＋ 取付管 本管

汚水管整備のイメージ

未利用バイオマスとの混合消化による発電量の増加

混合消化のイメージ

○基幹事業・効果促進事業：小須戸汚水幹線

下水熱を有効利用することで、施設の消費電力を削減し、

温室効果ガス発生量の抑制に貢献
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